
2025 年 11 月 1 日 

日本アニメーション学会 主催 

日本アニメーション学会賞 2025 
選考結果・贈賞式 のご報告 

■日本アニメーション学会賞 2025: 

『アニメーションと国家 戦うキャラクター、動員されるアニメーター』 

雪村まゆみ 著（2025 年／フィルムアート社） 

 

 

贈賞式 

日時：2025 年 11 月 22 日（土）18:00～18:30  

会場：新千歳空港国際線ターミナルビル 2F 会議室「ラベンダー」 

※日本アニメーション学会 秋の研究集会との併催です。 

 

選考委員（敬称略・五十音順） 

清水知子（東京藝術大学大学院国際芸術創造研究科 教授） 

中垣恒太郎（専修大学文学部 教授） 

新美亮輔（新潟大学人文学部 准教授） 

堀ひかり（東洋大学文学部 准教授）※委員長 

松永伸太朗（一橋大学大学院社会学研究科 専任講師） 

 

 

  
[問い合わせ先] 日本アニメーション学会事務局   mail: secretariat@jsas.net 

[主催]      日本アニメーション学会   www.jsas.net  

 

mailto:secretariat@jsas.net
http://www.jsas.net/


■贈賞理由 

学会賞：雪村まゆみ 著『アニメーションと国家 戦うキャラクター、動員されるアニメーター』 

雪村まゆみ氏著『アニメーションと国家：戦うキャラクター、動員されるアニメーター』（フィルムアート社、

2025 年）は、著者が 2000 年代半ばから継続的に取り組んできたアニメーションと戦争・国家についての研究成

果を取りまとめた労作である。同書は、1910 年代から現在にわたって、日本とフランスを舞台に、産業・作品表

象・聖地巡礼などの多角的な現象を、国家・戦争とアニメーションの関係や空間の（再）編成を通した文化の制

度化の観点から体系的に分析している。このように幅広い観点のアニメーションに関する現象を一貫した視点で

捉える同書は、アニメーション研究において顕著な学術的貢献を与えるものであるといえる。 

 著者自身が同書のあとがきにて述べているように、2000 年代半ばにはとくに社会学分野におけるアニメーシ

ョン研究に先行研究が多くなかった。そのなかで著者は『ソシオロジ』52 巻 1 号に掲載された「戦争とアニメー

ション：職業としてのアニメーターの誕生プロセスについての考察から」（2007 年）や、日仏社会学会奨励賞を

受賞した「ヴィシー政権下におけるアニメーションの制度化」（『日仏社会学会年報』20 号、2010 年）をはじめ

として、社会学分野でのアニメーション研究において早くから評価を集め、後続の研究者がアニメーション研究

に参入する道筋を切り拓いたといえる。同書は、著者が 2010 年に関西学院大学大学院社会学研究科に提出した

博士論文を出発点としつつも、その後さらに展開した研究を収録しており、著者が 20 年近くにわたって積み重

ねてきた歩みの集成といえるだろう。このように内容面はもちろん、著者の継続的なアニメーション研究に対す

る貢献を鑑みて、アニメーション学会賞の贈賞にふさわしい作品として同書の選定に至った。 

 

 

 

 

 

■日本アニメーション学会賞について 

「日本アニメーション学会賞」は日本アニメーション学会（1998 年創立／www.jsas.net）の創立 15 周年記念

事業として 2014 年に創設されました。 

「日本アニメーション学会賞」は主としてアニメーション研究者の顕彰・奨励を目的としております。またそ

の授賞対象は、2024 年度までは会員に限らないものとしました。これは現状においてはアニメーションあるいは

メディア芸術の分野における顕彰・奨励が伝統的な分野とは異なり作家・クリエイター中心であり、創り手以外

の研究者や教育者・批評家などへの顕彰・奨励の機会はごく限られたものであるからです。本学会員の間でも、

かねてよりこれを解消すべき大きな課題であるとする意見が少なからずありました。 

本学会がこの賞を設けることにより、若手研究者の奨励も含め、これまで顧みられることの少なかった研究者

の顕彰を実現させたことは、学会としての社会的使命の一つを果たすことに繋がるのではないかと考えます（な

お、学会賞の設置から 10 年の節目に「奨励賞」の対象を学位請求論文、学術誌への初掲載論文・書籍などの最

初の刊行物、に改定しました。また 2025 年度からは、学会賞の授賞対象が会員のみに改定されています）。「日

本アニメーション学会賞」がアニメーション分野あるいはメディア芸術分野の学術研究の活性化を促し、その一

層の発展に寄与することを本学会員一同、心より願っております。 

 日本アニメーション学会ではこの賞を本学会会員皆の力で支え育て、末永くまた大きく発展させていきたいと

希望しておりますので、関係各位の皆様のご理解とご協力をどうぞよろしくお願い申しあげます。 

日本アニメーション学会会長 須川亜紀子 

 

 

※歴代受賞情報等は、以下をご覧ください。 

>> https://www.jsas.net/academic-award.html 
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